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掲載している催しが、新型コロナウイルスの感染拡大で中止・延期になる場合があります。
開催については、市ウェブサイトまたは問い合わせ先で確認してください。

（10月11日、原町）
秋の訪れ（イチョウ並木）



育
っ
た
環
境
が
自
然
と
今
の
状
況

へ
と
導
い
た

― 

磁
器
彫
刻
家
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は

　
母
は
波
佐
見
焼
の
窯
元
の
生
ま

れ
で
、
40
年
以
上
陶
芸
家
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
し
た
。
ず
っ
と
そ

の
姿
を
見
て
育
っ
た
の
で
、
造
形

に
携
わ
る
こ
と
は
僕
に
と
っ
て
は

自
然
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
小
さ
い
頃
は
画
家
に
憧
れ
、
高

校
生
に
な
る
と
自
動
車
な
ど
の
立

体
的
な
も
の
に
興
味
を
持
ち
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル（
工
業
）デ
ザ
イ

美
術
で
人
々
の
生
活
を
豊
か
に

　
中
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
春
日
市
に
工
房
を
構
え
、
磁
器
に
彫
刻
を

施
し
、
作
品
を
生
み
出
し
て
い
る「
英
一
郎
製
磁
」の
森
永
英
一
郎
さ
ん
。

陶
芸
家
の
母
の
下
、
幼
い
頃
か
ら
自
然
と
造
形
を
好
み
、
今
で
は
磁
器

彫
刻
を「
使
命
の
よ
う
な
も
の
」と
表
現
し
ま
す
。

　
場
所
や
時
代
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
の
心
を
動
か
し
、
喜
ば
れ
る
作
品

を
作
り
た
い
と
い
う
森
永
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
、
磁
器
彫
刻

に
対
す
る
想
い
を
聞
き
ま
し
た
。

磁器彫刻家として
普遍的な美を追究したい

ナ
ー
を
夢
見
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
あ
る
日
手
に
し
た
本
で
見
た

ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
の
美
し
さ
に
ひ
か

れ
、
大
学
は
美
大
の
彫
刻
学
部
に

進
学
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
生
い
立
ち
が
磁
器
彫

刻
家
と
し
て
の
今
の
自
分
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
肩
書
を
名

乗
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
僕
の
場
合
は
、

窯
元
の
家
に
生
ま
れ
、
磁
器
を
素

材
に
し
て
彫
刻
家
を
志
し
て
い
る

と
い
う
意
味
合
い
も
込
め
て「
磁

器
彫
刻
家
」と
し
て
い
ま
す
。

春日中学校卒業。彫刻と陶
芸を融合した独特の世界観
を特徴とし、福岡デザインア
ワード入賞（複数回）をはじめ
数々の賞を受賞している。

プロフィール

 

 

森も
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な
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英え
い
い
ち
ろ
う

一
郎 

さ
ん

磁
器
彫
刻
家
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― 
大
学
進
学
後
は
ど
の
よ
う
な
キ

ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
た
の
で
す
か

　
本
格
的
に
陶
芸
・
彫
刻
を
な
り

わ
い
と
し
て
始
め
た
の
は
30
代
後

半
か
ら
で
、
結
構
遅
い
ス
タ
ー
ト

な
ん
で
す
。
大
学
時
代
か
ら
20
年

間
は
東
京
で
生
活
し
て
い
て
、
そ

の
時
期
は
音
楽
活
動
を
中
心
に
し

て
い
ま
し
た
。
バ
ン
ド
を
組
ん
だ

り
、
ソ
ロ
で
活
動
し
た
り
、
芸
能

事
務
所
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
元
々
や

り
た
か
っ
た
こ
の
仕
事
を
始
め
る

と
、
忙
し
く
な
っ
て
音
楽
活
動
は

縮
小
し
ま
し
た
。「
歌
う
陶
芸
家
」

と
名
乗
っ
て
い
た
頃
も
あ
り
ま
す

（
笑
）。

　
磁
器
彫
刻
に
本
腰
を
入
れ
て
か

ら
は
春
日
市
に
戻
り
、
母
が
自
宅

に
併
設
し
た
工
房
を
共
同
で
使
用

し
、
創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で
来

ま
し
た
。

　
春
日
市
は
静
か
で
過
ご
し
や
す

く
、
創
作
の
環
境
と
し
て
と
て
も

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
近
く
に
市
民

図
書
館
が
あ
り
、
美
術
関
係
の
本

も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
昔
か
ら
書

庫
の
よ
う
に
通
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
も
の
を
生
み
出
す

― 

磁
器
彫
刻
の
魅
力
は

　
新
し
い
も
の
を
作
る
こ
と
、
い

わ
ゆ
る「
創
作
」は
楽
し
い
で
す
。

頭
に
ふ
と
浮
か
ん
だ
も
の
を
と
り

あ
え
ず
描
い
て
み
る
こ
と
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
作
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
も
の
を
よ
く
見
て
、
分
解

し
て
、
描
写
す
る
。
割
れ
や
す
い

焼
物
で
は
対
象
物
を
そ
の
ま
ま
表

現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

誰
が
見
て
も
そ
れ
に
見
え
て
、
か

つ
美
し
い
形
に
再
構
築
す
る
力
も

必
要
で
す
。

　
植
物
や
動
物
な
ど
、
形
が
違
う

も
の
を
作
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ

に
は
共
通
す
る
普
遍
的
な
美
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
美
は
頭
の
中
だ
け

で
は
生
み
出
せ
な
い
た
め
、
ま
ず

は
観
察
す
る
力
を
つ
け
て
美
を
抽

出
す
る
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

好
き
な
こ
と
に
は
と
こ
と
ん
時
間

を
使
っ
て
み
る

― 

今
後
の
夢
は

　
現
在
は
同
じ
作
品
を
何
回
も
作 ▲サクラの花が咲く「骨壺」

▲工房では好きな音楽を流しながら作業することも

っ
て
い
ま
す
が
、
彫
刻
家
と
し
て

「
一
回
性
」の
作
品
を
作
り
、
表
現

と
し
て
の
作
品
を
世
に
出
し
て
い

く
こ
と
。
作
品
一
つ
一
つ
に
ス
ト

ー
リ
ー
を
刻
み
、
手
に
取
っ
た
人

が
喜
ん
で
く
れ
る
。
そ
う
い
っ
た

創
作
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
が
僕

の
夢
で
す
。

　
そ
し
て
、
先
代
か
ら
の
陶
芸
家

と
し
て
の
ル
ー
ツ
を
継
承
し
つ
つ

も
、
自
分
自
身
が
確
立
し
た「
磁

器
彫
刻
家
」と
い
う
ス
タ
イ
ル
を

極
め
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
僕
の

使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

― 

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
特
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

の
で
す
が
、
な
る
べ
く
早
い
段
階

か
ら
い
ろ
ん
な
も
の
に
興
味
を
持

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
た
ら
、

覚
悟
を
持
ち
、
時
間
を
か
け
て
そ

れ
を
一
生
懸
命
に
や
っ
て
み
る
。

そ
れ
で「
合
う
な
」と
思
え
ば
ど
ん

ど
ん
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
。

ぜ
ひ
時
間
や
労
力
を
使
っ
て
経
験

し
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

問い合わせ先　市民図書館　☎（584）4646　F（584）3900

夢サポート

市ウェブサイト（KASUGA DREAM）　 1004747　Twitter　@kasuga_PR

春日市民図書館
蔵書数は33万8,000冊（うち美術作品は約1万6,000冊）。朗読会な
どのイベント開催や、電子図書館、本の郵送サービスも行っています。

英一郎製磁（大谷５ー 54）
☎（９８６）４６１１

https://eiichiro-porcelain-
art.com/
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市税 38％
（個人住民税などの税金）

133億7,282万円

諸収入など 4％
16億1,005万円

繰入金・繰越金 6％
（前年度からの繰越金や、市の基金を
取り崩して財源としたもの）

20億813万円

使用料・手数料など 3％
（市営住宅の家賃、保育料やスポーツ施設の使用料など）

9億9,087万円

国県支出金 26％
（国や県からもらえるお金）

91億3,206万円

地方交付税 11％
（全国一律のサービス提供を
するため国から交付されるお金）

39億9,254万円

地方譲与税など 7％
（国や県が徴収した税の一部を市に分配するもの）

23億8,137万円

市債 5％
（市の借金）
17億4,430万円

依存財源
（国や県などから交付されるお金）

49％
172億5,027万円

自主財源
（自主的に調達できるお金）

51％
179億8,187万円

かすがふるさと応援寄
附金が減りました
（ｰ5億4,092万円）

個人市民税・固定資産
税などが増えました
（+2億2,546万円）

保育所整備交付金など
が増えました
（+1億6,279万円）

市営住宅建設事業債な
どが減りました
（ｰ7億170万円）

問い合わせ先　財政課　財政担当　☎（584）1111㈹　F（584）1145

令和元年度の市の決算がまとまりまし
たので、その概要をお知らせします。

　歳入は、県支出金、市税および地方特例交付金などが増えましたが、市債、かすがふるさと応援寄附金および繰
越金などが減り、全体では前年度（平成30年度）に比べ10億4,329万円減りました。
　歳出は、幼児教育・保育無償化事業費をはじめとする扶助費および物件費などが増えましたが、公共施設等整備基
金積立金などの積立金や小学校施設整備事業費などの普通建設事業費が減り、全体では9億1,322万円減りました。
その結果、令和元年度は11億7,198万円の黒字となり、令和2年度に繰り越しました。

※「実質収支額（純黒字額）」は、「差引額」から翌年度に繰り越して使うことが決まっている財源を引いた額です。

※人口は、令和元年度末人口（11
万3,267人）を基準にしています。

区分 平成30年度 令和元年度
歳入額 362億7,543万円 352億3,214万円
歳出額 345億4,166万円 336億2,844万円
差引額 17億3,377万円 16億   370万円

実質収支額（純黒字額）（※） 11億2,899万円 11億7,198万円

一般会計 市の行政運営の基本的な経費を扱う会計です。

歳入 352億3,214万円（対前年度10億4,329万円の減額）
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人件費 11％
（職員や議員の給与）
37億1,838万円

公債費 8％
（借金の返済）
27億9,808万円

普通建設事業費など 11％
（道路や学校の建設費など）

37億4,153万円

物件費 16％
（光熱水費や施設の維持、事務用品購入など）

53億2,112万円

繰出金 9％
（特別会計へ出しているお金）

31億2,245万円

補助費など 9％
（団体への補助金など）
31億3,047万円

積立金 3％
（預金の積立）
10億1,031万円 その他 2％

5億890万円

その他の経費
39％

130億9,325万円

義務的経費
（任意に節減することが難しい経費）

50％
167億9,366万円

投資的経費
（将来に残るものへの経費）

11％
37億4,153万円

幼児教育・保育無償化事
業費などが増えました
（+8億2,815万円）

ラグビーワールドカップ
関連費用などが増えまし
た　（+1億8,482万円）

小学校施設整備事業費な
どが減りました
（ｰ8億4,228万円）

公共施設整備基金積立金
などが減りました
（ｰ12億5,769万円）

扶助費 31％
（医療費や児童手当、

障がい者への給付、生活保護費など）
102億7,720万円

　性質別分類では「どのような用途にいくらの経費が支出されたか」が分かります。

　目的別分類では、「どのような目的のために経費が支出されたか」が分かります。

◆小学校大規模改修事業	 8億7,335万円
◆新南部工場関連周辺環境整備事業	 4億5,979万円

区分 目　的 決算額 対前年度増減額 伸び率 市民１人当たり
の決算額 構成比

民生費 子どもや障がい者、高齢者などの福祉のため 158億268万円 9億5,972万円 6.5% 13万9,517円 47.0%

教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興のため 39億2,597万円 8,266万円 2.2% 3万4,661円 11.7%

総務費 市の運営、戸籍、選挙のため 39億1,532万円 -6億8,149万円 -14.8% 3万4,567円 11.6%

土木費 道路や公園など都市基盤の整備のため 31億3,433万円 -14億4,312万円 -31.5% 2万7,672円 9.3%

公債費 借入金の返済のため 27億9,810万円 -46万円 -0.0% 2万4,703円 8.3%

衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルのため 23億3,031万円 1億9,475万円 9.1% 2万574円 6.9%

消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐため 10億1,332万円 5,327万円 5.5% 8,946円 3.0%

商工費 商工業の振興、中小企業の育成のため 3億5,148万円 -200万円 -0.6% 3,103円 1.1%

議会費 議会の運営などのため 2億5,679万円 -1,033万円 -3.9% 2,267円 0.8%

労働費 雇用拡大や失業対策などのため 3,076万円 148万円 5.1% 272円 0.1%

農林水産業費 農業振興などのため 2,985万円 -2,271万円 -43.2% 264円 0.1%

その他 その他の支出 3,953万円 -4,499万円 -3.4% 349円 0.1%

合計 336億2,844万円 -9億1,322万円 -2.6% 29万6,895円 100%

歳出（性質別） 336億2,844万円（対前年度9億1,322万円の減額）

　歳出を目的別にみると…

　主要な事業 （金額は令和元年度事業費）

◆公私連携型保育所大和保育所施設整備事業	 3億614万円
◆大規模大会誘致推進事業	 1億1,845万円
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特別会計など 特定の事業を行うため一般の歳入歳出と区分して処理する会計です。
　健康保険や介護保険、下水道事業において必要な経費のうち、一部については一般会計からお金を支出しています。

一部事務組合など
　例えばごみ処理施設は、どの自治体も必要なので春日市だけでなく近隣自治体と一緒に運営することで、建物費用
や運営費用を節約しています。春日市が近隣自治体と一緒に運営している一部事務組合などの決算状況は、下表の
とおりです。

団体名 歳入総額① 歳出総額② 歳入歳出差引
①‐② 市負担金 市民１人当た

りの負担金額

春日大野城衛生施設組合
（し尿、不燃物の処理など） 5億4,310万円 5億455万円 3,855万円 2億597万円 1,818円

春日･大野城･那珂川消防組合
（消防に関する業務など） 27億7,967万円 27億4,108万円 3,859万円 9億6,663万円 8,534円

筑慈苑施設組合
（火葬場の運営など） 2億9,599万円 2億9,022万円 577万円 3,909万円 345円

福岡県自治振興組合
（市町村職員の研修、公文書館の運営
など）

2億6,939万円 2億6,084万円 855万円 103万円 9円

福岡県市町村消防団員等公務災害補
償組合（非常勤消防団員に係る災害補
償に関する事務など）

9,155万円 9,034万円 121万円 77万円 7円

筑紫自治振興組合
（筑紫地区地域活動支援センターつく
しぴあの運営など）

4,215万円 3,964万円 251万円 886万円 78円

福岡都市圏南部環境事業組合
（可燃ごみの処理など） 35億1,027万円 31億9,687万円 3億1,340万円 3億5,185万円 3,106円

福岡県後期高齢者
医療広域連合

（後期高齢者医療制
度の事務など）

一般会計 3億6,651万円 3億4,484万円 2167万円 592万円 52円

後期高齢者
医療特別会計 7,835億2,452万円 7,685億4,385万円 149億8,067万円 23億1,370万円 2万427円

※上水道事業を行う「春日那珂川水道企業団」の決算状況については、同企業団ウェブサイト（ http://kasuga-nakagawa-suido.or.jp）
で公開されます。

会計区分 歳入（収入）① 歳出（支出）② 差引額①‐② 一般会計から
の繰入金

市民１人当た
りの繰入金額

国民健康保険事業特別会計
（国民健康保険の運営のための会計） 98億2,252万円 96億1,830万円 2億422万円 8億8,385万円 7,803円

後期高齢者医療事業特別会計
（後期高齢者医療の運営のための会計） 14億7,850万円 14億919万円 6,931万円 2億7,400万円 2,419円

介護保険事業特別会計
（介護保険の運営のための会計） 68億5,098万円 67億1,931万円 1億3,167万円 10億2,009万円 9,006円

筑紫地区介護認定審査会事業特別会
計（筑紫地区介護認定審査会の運営の
ための会計）

6,019万円 6,019万円 0円 2,739万円 242円

下水道事業会計
（下水道の管理・
運営のための会計）

収益的収支※1 22億6,663万円 18億8,509万円 3億8,154万円
2億2,982万円 2,029円

資本的収支※2 5億4,599万円 15億47万円 -9億5,448万円※3

※1 収益的収支とは、令和元年度の事業に伴い発生した収益と、それに対応する費用のことです。
※2 資本的収支とは、将来の事業に備えて行う建設改良や借入金返済金などの支出と、その財源となる収入のことです。
※3 下水道事業会計の資本的収支の不足分は、内部留保資金で補てんしています。
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市債（借金）および基金（預金）の状況

経常収支比率 86.9％ （平成30年度　85.0％）

※類似団体とは、全国の市の中で人口と産業構造が類似した団体
で、上記の表の数値は、類似団体の平均値です。県内では飯
塚市、県外では東京都武蔵野市などが類似団体になります。

※類似団体の令和元年度数値はまだ公表されていません。

◆「市債」とは
　市債は、道路や公共施設など、耐用期間の長いもの
を造るために借り入れたお金です。
◆市の市債残高
　元金償還額（借金の元本を返した額）が前年度から増
えたため、市債残高は平成30年度に比べ減少していま
す。今後も、小・中学校の改修工事などが予定されて
いますので、引き続き借金をしすぎないようにしなけれ
ばなりません。

◆「経常収支比率」とは
　毎年の収入に対する、毎年支出が避けられない経費
の割合です。この割合が高いほど、新たなサービスの
開始や建物の建設といった経費に充てる余裕が少なく
なり、財政運営が厳しくなります。
　市が突然の支出に耐えられるのか、新たなサービス
を展開できる力があるのかを表しています。
◆市の「経常収支比率」
　前年度から1.9ポイント悪化しました。
◆悪化した原因
　幼児教育・保育無償化事業をはじめとする扶助費が
増えたことが主な原因です。

■ 市債発行額と残高の推移（一般会計）
■ 基金残高の推移

■ 経常収支比率の推移

　大型公共施設などの更新事業の推進により、今後も借金は必要ですが、引き続き可能な限り新規の借り入れ
を抑制するとともに、自主財源の確保、事務事業の一層の見直し、適正な受益者負担を図ることで、健全な財
政運営に努めます。

◆「基金」とは
　基金は、特定の目的のために資金の積み立て（運用）
などを行う市の預金です。そのうち、財政調整基金は、
予期しない収入の減少や災害などによる突然の支出に
備えるためのものです。
◆市の基金残高
　公共施設の更新や県施行都市計画道路事業のため
の基金に加え、災害などの突発的な支出に備える財政
調整基金などを積み立てた結果、市の基金が約7.5億
円増加しました。

市債（市の借金） 基金（市の預金）

07 市報かすが ｜ 令和2年11月1日



案内状を送付しています
令和3年春日市成人式（事前申込制）

問い合わせ先  

▽年金生活者支援給付金専用ダイヤル（ナビダイヤル）
☎️ 0570（05）1165

▽南福岡年金事務所
☎️（552）6112　F（554）6535

年金生活者支援給付金
対象者へ請求手続きの案内を送ります

　年金生活者支援給付金は、令和元年10月１日から始
まった制度で、公的年金などの収入やその他の所得額
が一定基準額以下の年金受給者の生活を支援するため
に、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。現在受給し
ている人は、改めて請求書を提出する必要はありませ
ん。

案内の送付対象者　今まで当給付金を受給しておら
ず、令和２年度に該当になる人

受給要件

▽老齢基礎年金を受給し、次の要件を全て満たしてい
る人

　10月１日現在で春日市に住民登録がある新成人に令
和３年春日市成人式の案内状を送付しています。
　令和3年は、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、事前申込制としますので、参加を希望する人は案
内状を確認の上、市ウェブサイトから申し込んでくださ
い。また、市外から参加を希望する人は、問い合わせ
てください。

◯令和3年春日市成人式
　期日　令和3年1月11日㈪・㈷
　時間

　 ▽第一部　午前10時30分〜11時30分（開場：午前
9時30分）

　 ▽第二部　午後1時30分〜2時30分（開場：午後0時
30分）

　場所　クローバープラザ大ホール（原町3-1-7）

　・65歳以上
　・世帯全員の市町村民税が非課税である
　・年金収入額とその他所得額の合計が87万9,900

円以下である

▽障害基礎年金・遺族基礎年金を受給し、前年の所得
額が462万1,000円以下である

請求方法　日本年金機構（以下、「年金機構」）から送付
される請求手続きの案内に同封されているはがき

（年金生活者支援給付金請求書）に必要事項を記入
し、令和3年2月1日㈪までに年金機構へ郵送する

※新たに年金を請求され、該当になる人は、年金請求
の際に併せて手続きしてください。

※案内の送付対象者以外で請求の手続きが済んでい
ない人も、随時受け付けをしていますので、問い合
わせてください。

年金機構や厚生労働省が電話で口座番号などを聞
いたり、手数料などの金銭を求めたりすることはあ
りません。不審な電話や案内には注意してください。

問い合わせ先  地域教育課社会教育・読書推進担当
☎（575）4121　F（593）7380　  1001768

掲載記事の誤りについて

　10月15日号８ページ掲載の「二部制で開催します　
令和３年春日市成人式」の記事の対象に誤りがありま
した。
　正しくは次のとおりです。おわびして訂正します。

対象

▽第一部　春日中学校、春日野中学校、春日北中
学校を卒業した新成人

▽第二部　春日東中学校、春日西中学校、春日南
中学校を卒業した新成人

※春日市立中学校以外の中学校を卒業した人は、
現在居住する中学校区の部へ参加してください。

▲市ウェブサイト（令和3年春日市成人式）
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市ウェブサイトページ番号

問い合わせ先  市自治会連合会事務局（地域づくり課内）
☎️（584）1111㈹　F（584）1153　  1007315

みんなできれいなまちをつくろう
秋のクリーン作戦を実施します

問い合わせ先  子育て支援課子育て支援担当
☎️（584）1010　F（501）0051

11月は「児童虐待防止推進月間」
189（いちはやく） 知らせて守る こどもの未来

　11月8日㈰に、市内全域で「秋のクリーン作戦」を行
います。これは、市自治会連合会が主催し、日頃利用
している道路や公園などをきれいにするとともに、ポ
イ捨て防止など市民一人一人のマナーアップを目指す
ものです。
　なお、今年は、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、各地区自治会で実施方法や開催の有無が異なり
ます。詳しくは、居住地域の自治会に問い合わせてく

　厚生労働省では、児童虐待防止法が施行された11
月を「児童虐待防止推進月間」と位置付け、全国で啓発
を行っています。
　近年、虐待により、かけがえのない子どもの命が奪
われる重大な事件が後を絶えず、深刻な状況が続いて
います。
　市でも児童虐待に関する相談や通告が多く寄せら
れ、市の令和元年度における虐待相談対応件数は延べ
3,388件でした。

〇しつけと体罰は違う
　　しつけとは、子どもの人格や才能を伸ばし、自律

した生活を送れるように支援していくことです。しつ
けと称して、体罰を行うことは決してあってはなりま
せん。

　　令和元年6月に児童福祉法・児童虐待防止法が改
正され、体罰は許されないものであることが、法に
定められました。

　　子どもには、体罰ではなく、言葉や手本を示すなど、
子どもが理解できる方法でどうすればよいのか伝え
る必要があります。

〇子育ての悩みを誰にも言えないときには
　　子育てに悩んだり、ときには子どもに腹が立ちイ

ライラしたりすることは、保護者の多くが経験するも

ださい。
※参加する際は、マスクを着用し、手洗い・うがいを

徹底するなど、感染予防に努めてください。
※クリーン作戦に便乗して、家庭やマンション・団地な

どから自転車や陶器・金属類、剪
せ ん

定枝葉、粗大ごみ
などを出すことは、絶対にしないでください。

のです。それは決して恥ずかしいことではありませ
ん。大切なのは、その気持ちに気付いて誰かに助け
を求めることです。市子ども・子育て相談センター
では、最善の方法が見つかるよう支援しますので、
ぜひ相談してください。

　相談先　市子ども・子育て相談センター（☎（584）
1015、F（501）0051）

〇心配な子どもが身近にいたら
　　子どもは、自分から助けを求めることがなかなか

できません。あなたの身近で心配な子どもがいたら、
迷わず児童相談所全国共通ダイヤル（☎189（いちは
やく））に相談してください。

　　通話料は無料です。携帯電話やスマートフォンか
らでもつながります。

〇オレンジリボン運動
　　1人でも多くの人に「児童虐待防止」に関心を持っ

てもらい、虐待のない社会の実現を目指すための市
民運動で、オレンジリボンはそのシンボルマークで
す。オレンジリボンは、市内の公共施設などに置い
ています。

　　虐待のない社会を、みんな
で一緒に作っていきましょう。
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申請・問い合わせ先  こども未来課保育担当（〒816ー8501春日市
役所）
☎️（584）1111㈹　F（584）1115　  1007324

郵送での申し込みも受け付けます
令和3年度保育所（園）入所

問い合わせ先  財政課契約検査担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1145　  1007111

市発注の建設工事
入札結果をお知らせします

　市内の認可保育所（園）に、令和３年度中に入所を希
望する人の申し込みを受け付けます。
　子どもの様子を確認しますので、窓口での申し込み
の場合は、入所希望の子どもを連れてきてください。

対象　市に居住し、保護者の仕事や病気などの理由で、
家庭での保育が難しい生後51日（岡本保育所は生後
3カ月）〜就学前の子ども

受付期間　11月４日㈬〜12月18日㈮（土・日曜日、祝
日を除く）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、11月４
日㈬〜12月8日㈫（必着）は、郵送でも受け付けます。

受付時間　午前8時30分〜午後4時30分（15分〜30
分の内容確認あり）

受付場所　こども未来課保育担当（市役所2階）
申込方法　令和3年度かすが保育ガイドに同封されて

いる申込用紙と必要書類を提出する

　8月に行った建設工事の入札結果（契約金額5,000万
円以上）をお知らせします。

注意事項

▽ 来庁する日時により、窓口が混雑し、受け付けまで
時間が掛かる場合があります。

▽新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、待合場
所を変更するなどの対応をします。

▽保育ガイドは、11月4日㈬から、市ウェブサイト（  
1001522）から入手できる他、こども未来課（市役
所2階）、各保育所（園）、いきいきプラザ、市民図書
館、須玖児童センターで配布します。

▽申し込みの前に、入所希望の保育所(園)の見学が必
要です。電話で保育所（園）に予約を入れ、必ず入所
を希望する子どもと一緒に見学をして、見学済証（必
要書類）をもらってください。11月4日㈬以降の令和
3年度見学済証のみ有効です。

▽令和2年度に申し込み、現在入所できていない人で、
令和3年度も引き続き入所を希望する場合は、改め
てこの期間に申し込みをする必要があります。

▽職場復帰などで令和3年度の途中から入所を希望す
る場合も、この期間から受け付けを開始します。

▽現在入所中の保育所（園）に継続して入所を希望する
場合は、申込書を入所中の施設に提出してください。

○小倉第3雨水貯留施設築造工事
　工事期間　9月11日〜令和4年3月31日
　契約金額　4億6,178万円
　工事業者　環境開発・アビル工業特定建設工事共同

企業体

保育所（園） 住所 電話番号

昇町保育所 昇町3-159 ☎（571）1915

須玖保育所 須玖南2-120 ☎（501）3090

春日原保育所 春日原北町1-3-2 ☎（571）0153

岡本保育所 岡本1-89 ☎（591）3617

青葉やまと保育園 大和町1-4-1 ☎（571）3267

春日白水保育園 下白水南3-66 ☎（582）2657

■保育所（園）一覧
保育所（園） 住所 電話番号

若竹保育園 桜ヶ丘4-6 ☎（591）6023

春日中央保育園 昇町6-114 ☎（581）8640

あいあい保育園 白水ヶ丘1-12-3 ☎（915）7555

まみぃ保育園 大土居1-97-2 ☎（588）7300

春日やよい保育園 弥生2-43 ☎（502）8500

春日どろんこ保育園 小倉東2-58 ☎（710）0275
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市ウェブサイトページ番号

問い合わせ先  納税課納税管理担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料
納付証明書を送付します

　令和2年中に納めた「国民健康保険税」「介護保険料」
「後期高齢者医療保険料」の額を記載した納付証明書
（はがき）を送付しますので、確定申告に使用してくだ
さい（令和3年1月20日㈬発送予定）。

よくある質問
　Q　電話で納付額を教えてもらえますか。
　Ａ　個人情報ですので、電話での納付額の照会には

応じていません。
　Q　年金から差し引きされた納付額も証明書に記載

されますか。
　Ａ　年金からの差し引き（特別徴収）分の納付額は、

年金支給者が発行する「公的年金等の源泉徴収票」
に記載されるため、市が発行する納付証明書には

記載されません（障害年金や遺族年金などの非課
税年金を除く）。

　Q　納付証明書の発送時期より前に、納付額を知り
たいのですが。

　Ａ　納付証明書は、市役所証明書発行窓口やいきい
きプラザ内西出張所窓口で、いつでも無料で発行
できます。

　　※郵送での申請方法は、市ウェブサイト（  1000 
859）を見るか、問い合わせてください。

　Q　年末調整で、納税額を記載する必要があるので
すが。

　Ａ　年末調整では、納付証明書の添付は不要です。
領収証書や口座振替の通帳で、1年間の納付額を
確認してください。なお、領収書の紛失などにより、
確認ができない場合は、納付証明書の発行を申請
してください。

問い合わせ先  市民課市民窓口担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141　  1007174

引っ越しなどの届け出を簡略化
「書かない窓口」を導入します

　11月2日から、住所変更（転入・転居・転出）な
どの手続きに「異動受付支援システム」を導入しま
す。
　市の住所変更の届け出は年間約1万2,000件あ
り、特に3〜4月は窓口が大変混み合い、待ち時間
も長くなる傾向にあります。
　このため、手続きの簡素化や待ち時間の短縮を
目的に、記載台で記入することなく届出書を作成す
るシステムを導入し、利用者の手間と時間を軽減し
ます。
　また、住所変更に伴う関連手続きの一部につい
ても、届け出や申請書への記入が省略されるため、
時間の短縮がさらに見込まれます。
　なお、届け出に必要とな
る書類や、証明書発行や郵
便による転出の手続きにつ
いては、従来と変更はあり
ません。

問い合わせ先  

▽南福岡年金事務所
☎️（552）6128　F（541）7649

▽日本年金機構　ねんきん加入者ダイヤル
☎️ 0570（003）004
　受付時間　 ▽月曜〜金曜日 ： 午前８時30分〜午後5時
　　　　　　 ▽第２土曜日 ： 午前９時30分〜午後４時
※第２土曜日を除く土日祝日、12月29日〜１月３日は利用できま

せん。

11月上旬に発送されます
国民年金保険料控除証明書

　国民年金保険料は、納付金額が所得税と市・県
民税の社会保険料控除の対象となります。
　年末調整や確定申告で、令和2年中に納付した国
民年金保険料の額が記載してある「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」を提出する必要があり
ます。この控除証明書は令和2年1月1日〜9月30
日に納付した人に、日本年金機構から11月上旬に
発送されます。
　ただし、10月1日以降に今年初めて保険料を納
付した人には令和3年2月上旬に発送されます。な
お、本人の国民年金保険料だけでなく、家族の保
険料を納付している場合も控除対象となりますの
で、本人の控除証明書と併せて申告してください。
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勇気ある行動で人命を救助

消防長が感謝状を贈呈

春日野小学校創立30周年

マロニエ植樹式

地域住民に手作りマスクを配布

株式会社ニッシンに感謝状を贈呈

新しい人工芝で安全性が向上

春日公園球技場人工芝リニューアル

　9月11日、松ヶ丘地区自治会長の矢
や の

野仁
ひ と し

志さん
が、春日・大野城・那珂川消防組合消防本部消防
長から感謝状を贈呈されました。
　矢野さんは、今年6月、公民館で餅を喉に詰ま
らせ窒息状態になった男性に救命処置を実施し、
餅を出すことができました。
　救助された男性は、その後病院に救急搬送され
ましたが、同日のうちに帰宅しました。

　10月2日、春日野小学校マロニエ広場で、創立
30周年を記念した植樹式が行われ、6年生や校区
の自治会長などが参加しました。
　植樹したのは、同校のシンボルツリーであるマロ
ニエ（トチノキ科の落葉樹木）の苗木6本。同校の
平
ひ ら し ま

島剛
ご う す け

介校長は「子どもたちには、卒業後も、花言
葉の『健康』、『博愛』の言葉どおりに成長してほし
いと願っています」と語りました。

　9月9日、㈱ニッシンに、井
い の う え

上市長が感謝状を贈
呈しました。新型コロナウイルス感染症拡大の影
響でマスクが不足する中、主に婦人服の縫製を行
っている同社は、その縫製技術を生かしてマスク
700枚を製作し、地域住民に配布しました。
　同社専務取締役の池

い け だ

田敏
と し ろ う

郎さんは「当たり前のこ
とをしたつもり。企業の使命として、社会貢献がで
きてうれしいです」と語りました。

　9月13日、県営春日公園球技場の人工芝がリニ
ューアルされたことを記念し、同球技場で記念式
典が開催されました。
　小

お が わ

川県知事はあいさつで「今回のリニューアルに
より、さらなるスポーツの普及と振興につながるこ
とを期待しています」と述べました。
　また、午後からは、真新しい芝の上で少年ラグ
ビーチームの交流試合が行われました。

▲大
おおつる

鶴消防長から感謝状を受け取る矢野さん

▲地域の自治会長と一緒に植樹する児童たち

▲井上市長から感謝状を受け取る池田さん

▲テープカットを行う井
いのうえ

上市長（右から2番目）
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イ
ベ
ン
ト  Event

環
境
フ
ェ
ア

今
年
は
形
を
変
え
て
開
催

２
週
間
継
続
展
示

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト

内
容
を
見
直
し
、
環
境
に
関
す
る
展

示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に「
環
境
」に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間　
11
月
14
日
㈯
〜
27
日
㈮

※
閉
庁
日
、
閉
館
日
は
除
き
ま
す
。

場
所

▽
市
役
所
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

▽
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
１
階

内
容

▽
エ
コ
川
柳
投
票

▽
小
学
生
が
描
い
た
、
イ
ヌ
や
ネ
コ

の
飼
養
マ
ナ
ー
向
上
啓
発
ポ
ス

タ
ー
展
示

▽
季
節
の
花
の
苗
の
配
布

　
※
11
月
14
日
㈯
10
時
か
ら
、
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
入
口
で
実

施
し
ま
す
。

◯
期
間
中
、
環
境
課
窓
口（
市
役
所

３
階
）で
集
め
る
も
の

▽
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ（
食
品
な
ど
の

寄
付
）

▽
あ
ば
し
ゴ
ー
ヤ
の
種（
市
が
配
布

し
た
種
か
ら
育
っ
た
も
の
）

▽
書
き
損
じ
は
が
き

※
11
月
14
日
㈯
は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
入
口
で
集
め
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
環
境
フ
ェ
ア
に
関
す
る
こ
と　

　
環
境
課
環
境
保
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

　
F（
５
８
４
）１
１
４
７

▽
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
こ
と

　
環
境
課
ご
み
減
量
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
２
４

　
F（
５
８
４
）１
１
４
７

わ
く
わ
く
歴
史
体
験

お
正
月
に
飾
ろ
う

し
め
飾
り
づ
く
り（
無
料
）

　
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
５
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

定
員　
15
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

※
11
月
25
日
㈬
に
、
当
選
者
の
み
に

連
絡
し
ま
す
。

材
料
費　
１
人
当
た
り
３
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　
は
さ
み
、
し
め

飾
り
に
付
け
る
飾
り

申
込
方
法　
11
月
20
日
㈮
ま
で
に
、

窓
口
、電
話
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

※
申
し
込
み
は
、
参
加
者
本
人
か
、

そ
の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

nakoku@
city.kasuga.fukuo

　

ka.jp

視
聴
し
て
く
だ
さ
い

オ
ン
ラ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
庭

で
あ
い
祭

　
毎
年
開
催
し
て
い
る「
ぶ
ど
う
の

庭
で
あ
い
祭
」を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今

年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。

内
容

▽
ぶ
ど
う
の
庭
で
活
動
し
て
い
る
団

体
の
活
動
紹
介（
キ
ー
ボ
ー
ド
、

オ
カ
リ
ナ
、
石
窯
ピ
ザ
、
餅
つ
き
、

そ
ば
打
ち
な
ど
）

▽
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ぶ
ど
う

の
庭
の
紹
介（
カ
フ
ェ
、
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
）

日
時　
11
月
14
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

視
聴
方
法　
ぶ
ど
う
の
庭
Ｆフ

ェ

イ

ス

ａ
ｃ
ｅ

ｂブ

ッ

ク

ｏ
ｏ
ｋ（

https://facebo

　

ok.com
/budounoniw

a

）
か

ら
視
聴
す
る

※
閲
覧
は
無
料
で
す
が
、
通
信
料
が

別
途
掛
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
春
日
ま
ち
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
・
ぶ
ど
う
の
庭

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

環
境  Environm

ent

専
門
家
と
一
緒
に

白
水
大
池
公
園
の
植
物
を
学
ぼ
う

親
子
植
物
観
察
会（
無
料
）

　
専
門
家
と
一
緒
に
白
水
大
池
公
園

に
あ
る
植
物
の
種
を
採
取
し
、
種
に

つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

日
時　
11
月
21
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分（
少

雨
決
行
）

定
員　
10
組
20
人
程
度（
申
込
先
着

順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

※
雨
が
降
り
そ
う
な
場
合
は
雨
具
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
11
月
２
日
㈪
〜
12
日
㈭

に
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
参
加
者

全
員
の
氏
名
・
年
齢
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環

境
保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuo

　

ka.jp

生
ご
み
か
ら
堆
肥
を
作
る

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

２
回
連
続
講
座（
無
料
）

　
受
講
者
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
用
具
の
購
入
費
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
日　
11
月
30
日
㈪
、
令
和
３
年
１

月
18
日
㈪

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
４
階
４
０
７
会
議
室

定
員　
10
人（
申
込
先
着
順)

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
印

鑑
申
込
方
法　
11
月
２
日
㈪
〜
16
日
㈪

に
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご

み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

gom
igen@

city.kasuga.fuku

　

oka.jp

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
時
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
検
温
な
ど

の
感
染
防
止
対
策
に
協
力
し

て
く
だ
さ
い
。

13 市報かすが ｜ 令和2年11月1日



情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
https://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファクス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス 市ウェブサイトページ番号

か
ん
き
ょ
う
プ
レ
ス

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減

量
担
当
・
環
境
保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合

福
岡
都
市
圏
17
市
町
共
同
企
画

筑
後
川
の
め
ぐ
み
ク
イ
ズ

　
福
岡
都
市
圏
で
は
水
道
水
の
約
３

分
の
１
を
筑
後
川
の
水
に
頼
っ
て
い

ま
す
。

　
同
組
合
で
は
、
そ
の
水
の
恩
恵
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め「
筑
後
川
の
め

ぐ
み
ク
イ
ズ
」を
実
施
し
ま
す
。

　
ク
イ
ズ
正
解
者
に
は
、
筑
後
川
流

域
の
特
産
品
を
抽
選
で
５
０
０
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
資
格　
福
岡
都
市
圏
17
市
町
在

住
者

応
募
締
切　
11
月
20
日
㈮（
当
日
消

印
有
効
）

応
募
方
法　

特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（

https://w
w

w
.fukuoka-to

　

siken.jp/quiz2020/

）で
ク
イ

ズ
を
確
認
し
、
ク
イ
ズ
の
答
え
や

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
は
が
き
に
記

入
し
て
郵
送
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
組
合
事

務
局（
〒
810
－
８
６
２
０
福
岡
市

中
央
区
天
神
１
－
８
－
１
）

☎（
７
３
３
）５
０
０
４

F（
７
３
３
）５
０
０
５

ス
ポ
ー
ツ  Sports

参
加
し
ま
せ
ん
か

春
日
西
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

無
料
体
験
教
室（
市
後
援
事
業
）

対
象
・
期
日

▽
一
般
初
級
：
11
月
９
日
㈪

▽
一
般
中
級
：
11
月
10
日
㈫

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

場
所　
春
日
西
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
室
内

コ
ー
ト（
上
白
水
４
－
12
）

講
師　
石い

し
づ津　
吏つ

か
さ

さ
ん（（
公
社
）日

本
プ
ロ
テ
ニ
ス
協
会
公
認
プ
ロ

コ
ー
チ
）

定
員　
各
10
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
の
で
き
る

服
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
運

動
靴
、
飲
み
物

申
込
方
法　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で

に
、
電
話
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
希
望
日
時
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
ク
ラ
ブ

☎（
５
７
３
）７
２
３
９（
F
兼
用
）

講
演
・
講
座  Lecture

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

や
き
も
の
作
り
教
室

　
ウ
ト
グ
チ
瓦
窯
展
示
館
で
、
７
世

紀
後
半
に
築
か
れ
た
瓦
窯
を
見
学
し

た
後
、
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場
で
お
椀

（
カ
ッ
プ
）を
つ
く
り
ま
す
。

　
作
っ
た
作
品
は
、
窯
で
焼
い
て
３

カ
月
後
に
渡
し
ま
す
。

日
時　
12
月
12
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

参
加
費　
粘
土
５
０
０
ｇ
当
た
り
３

　
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

各
８
人（
申
込
先
着
順
で
、

最
小
催
行
人
数
４
人
）

申
込
方
法　
11
月
12
日
㈭
〜
12
月
４

日
㈮
に
、
窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
時
間
を
伝
え
る

※
申
し
込
み
は
、
参
加
者
本
人
か
そ

の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘

歴
史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

nakoku@
city.kasuga.fukuo

　

ka.jp

１
０
０
２
１
９
８

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る

障
が
い
者
に
関
す
る
人
権
講
演
会

参
加
者
募
集（
無
料
）

　
相
模
原
障
害
者
施
設
殺
傷
事
件
を

取
材
し
た
記
者
に
よ
る
講
演
で
す
。

　
取
材
内
容
や
、
自
閉
症
の
子
を
持

つ
親
と
し
て
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
、

障
が
い
者
や
社
会
的
に
弱
い
立
場
の

人
を
包
む
空
気
や
社
会
に
つ
い
て
語

り
ま
す
。

　
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
11
月
25

日
㈭
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
生
後
５
カ
月
〜
就
学
前
、
１
人
３

０
０
円
、
先
着
６
人
）。

日
時　
12
月
８
日
㈫

　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
市
役
所
２
階
大
会
議
室

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

演
題　
「
不
寛
容
」の
時
代
を
ど
う
生

き
る
か
〜
相
模
原
障
害
者
殺
傷
事

件
か
ら
考
え
る
〜

講
師　
神か

ん
べ戸
金か

な
ぶ
み史
さ
ん（
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎

日
放
送
報
道
局
デ
ジ
タ
ル
報
道
担

当
局
長
）

申
込
方
法　
12
月
3
日
㈭
ま
で
に
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
居
住
す
る
市
町
村
名
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
託
児

の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
男
女

共
同
参
画
課
人
権
男
女
共
同
参
画

担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyonasan@
city.kasuga.fuk

　

uoka.jp

11
月
は「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間
」

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は

　
燃
料
消
費
量
や
Ｃ
Ｏ
²
排
出
量

を
減
ら
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

つ
な
げ
る「
運
転
技
術
」や「
心
掛

け
」の
こ
と
で
、
同
乗
者
も
安
心

で
き
る
安
全
な
運
転
の
こ
と
で
す
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め

▽
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル「
ｅ
ス

タ
ー
ト
」

▽
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、

加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転

▽
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を

離
す

▽
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
適
切
に

▽
停
車
中
の
空
ぶ
か
し
を
減
ら
す

▽
渋
滞
を
避
け
、
余
裕
を
持
っ
た

出
発
を
す
る

▽
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
か
ら
始
め
る

点
検
・
整
備

▽
不
要
な
荷
物
は
下
ろ
す

▽
走
行
の
妨
げ
と
な
る
駐
車
は
や

め
る

▽
自
分
の
車
の
燃
費
を
把
握
す
る

▲特設ウェブサイト
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子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
よ
う

親
子
の
た
め
の

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
無
料
）

　
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」と
は
、
力
関
係
に
お
い
て

弱
い
立
場
に
置
か
れ
た
人
が
、
一
方

的
に
我
慢
す
る
で
も
な
く
攻
撃
的
で

も
な
く
、
率
直
に
自
分
の
気
持
ち
を

表
現
す
る
こ
と
で「
個
」を
意
識
し
合

え
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
在
り
方
で
す
。

　
子
ど
も
の
同
席
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
11
月
16

日
㈪
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
生
後
５
カ
月
〜
就
学
前
、
１
人

３
０
０
円
、
先
着
８
人
）。

対
象　
育
児
中
ま
た
は
そ
の
予
定
の

あ
る
夫
婦（
１
人
で
の
参
加
も
可
）

日
時　
11
月
28
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

じ
ょ
な
さ
ん

定
員　
24
人（
申
込
先
着
順
）

講
師　
重し

げ
な
が永
侑ゆ

き紀
さ
ん（
に
じ
い
ろ

グ
ル
ー
プ
代
表
）

申
込
方
法　
11
月
27
日
㈮
正
午
ま
で

に
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込

む
か
、
電
話
で
居
住
す
る
市
町
村

名
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

１
０
０
７
０
６
４

か
す
が
家
庭
教
育
学
級
公
開
講
座

子
育
て
も
仕
事
も「
私
も
」大
切
に

す
る
た
め
の
超
マ
マ
力

　
子
ど
も
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
笑
顔
で

向
き
合
い
な
が
ら
、
子
育
て
も
仕
事

も
自
分
ら
し
く
楽
し
む
方
法
を
伝
え

ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
20
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前

９
時
30
分
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
サ
ン
ホ
ー
ル

講
師　
中な

か
や
ま山
淳じ

ゅ
ん
こ子
さ
ん（
マ
マ
の
輝

く
明
日
を
応
援
す
る
ド
マ
ー
ニ
代

表
）

定
員　
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
16
日
㈪
ま
で
に
次

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
む
か
、

電
話
で
居
住
す
る
市
町
村
名
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育

課
社
会
教
育
・
読
書
推
進
担
当

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

syakai@
city.kasuga.fukuok

　

a.jp健
康  Health

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

60
歳
以
上
対
象

体
力
測
定
・
骨
密
度
測
定

　
コ
ロ
ナ
禍か

で
体
力
が
落
ち
て
い
ま

せ
ん
か
。
測
定
の
結
果
に
基
づ
き
、

運
動
指
導
士
が
一
人
一
人
に
合
っ
た

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
助
言
し
ま
す
。

日
時　
11
月
28
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時（
希
望
す
る
１
時
間
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
い
き

い
き
ル
ー
ム

内
容

▽
体
力
測
定（
柔
軟
性
・
バ
ラ
ン
ス

テ
ス
ト
な
ど
）

▽
骨
密
度
測
定（
か
か
と
の
骨
で
骨

密
度
を
測
定
）

▽
歩
行
能
力
測
定（
立
ち
上
が
り
や

歩
幅
・
歩
行
ス
ピ
ー
ド
測
定
）

▽
体
成
分
分
析
測
定（
筋
肉
量
や
体

脂
肪
率
、筋
量
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
）

▽
体
の
ゆ
が
み
チ
ェ
ッ
ク

▽
持
久
力
測
定（
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
で

の
心
肺
持
久
力
テ
ス
ト
）

※
結
果
説
明
・
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

提
案
は
、別
日
に
実
施
し
ま
す（
予

約
制
）。

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
し
や
す
い

服
、
タ
オ
ル
、
上
靴
、
飲
み
物

申
込
方
法　
11
月
２
日
㈪
〜
７
日
㈮

ま
で
に
、
窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
い
き
い
き

ル
ー
ム

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）

楽
し
く
脳
を
活
性
化

脳
と
か
ら
だ
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室（
無
料
）

　
脳
と
か
ら
だ
の
活
性
化
を
行
う
楽

し
い
教
室
で
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
兼
ね
て
お
り
、
修

了
者
に
は「
認
知
症
の
人
を
支
援
し

ま
す
」と
い
う
意
思
を
示
す
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
を
渡
し
ま
す
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
お
お
む
ね
65

歳
以
上
で
、
座
っ
た
ま
ま
で
の
運

動
が
で
き
る
人
の
う
ち
、要
支
援・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

期
日　
11
月
26
日
〜
12
月
17
日
の
毎

週
木
曜
日（
全
４
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会

議
室
１
〜
３

講
師　
三み

ね根
小こ

ず

え
珠
恵
さ
ん（
介
護
福

祉
士
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
動
き
や
す
い
服
、

上
靴
、
筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込
方
法　
11
月
２
日
㈪
〜
25
日
㈬

に
、
窓
口
か
電
話
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高

齢
者
支
援
担
当

☎（
５
５
８
）１
２
０
５

F（
５
８
４
）３
０
９
０
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あ
ん
あ
ん
つ
う
し
ん

安
安
通
信

全

心

11
月
は
糖
尿
病
予
防
月
間

発
症
や
重
症
化
の
予
防
の
た
め
に

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　
糖
尿
病
は
、血
液
の
中
で
糖
分（
血

糖
）が
異
常
に
増
え
る
病
気
で
、
自

覚
症
状
な
く
進
行
し
、
全
身
の
血
管

を
傷
つ
け
ま
す
。
ま
た
、
放
置
す
る

と
重
症
化
し
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

な
ど
を
発
症
す
る
原
因
の
１
つ
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
合
併
症
と
し
て

糖
尿
病
性
網
膜
症・糖
尿
病
性
腎
症・

糖
尿
病
神
経
障
害
な
ど
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防

す
る
た
め
に
、
生
活
習
慣
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

食
生
活
で
気
を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト

▽
１
日
３
食
、
規
則
正
し
く
食
事
を

す
る

▽
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

▽
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
、
大
皿
で

な
く
、
１
人
前
ず
つ
取
り
分
け
る

▽
食
物
繊
維
を
多
め
に
取
る

▽
野
菜
の
お
か
ず
か
ら
食
べ
る

▽
甘
い
も
の
、
塩
分
、
ア
ル
コ
ー
ル

は
控
え
め
に
す
る

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

▽
掃
除
や
買
い
物
な
ど
の
日
頃
の
家

事
で
体
を
動
か
す

▽
食
後
に
散
歩
す
る

▽
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
な
ど
、
日
常

生
活
の
中
で
筋
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
を
す
る

▽
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
は
使
わ
ず
、
階
段
を
使
う

そ
の
他

▽
肥
満（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
）の
人
は
、

体
重
の
３
～
５
％
の
減
量
を
目
指

す（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重（
㎏
）÷
身
長

（
ｍ
）÷
身
長（
ｍ
））

▽
喫
煙
者
は
今
す
ぐ
禁
煙
す
る

▽
ス
ト
レ
ス
は
、
翌
日
に
持
ち
越
さ

な
い

▽
歯
み
が
き
や
、
歯
科
を
定
期
的
に

受
診
し
、
歯
周
病
の
予
防
を
心
が

け
る

　
ま
ず
は
、
自
分
の
血
糖
値
を
知
る

た
め
に
も
、
年
に
１
度
は
必
ず
健
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
糖
尿

病
と
診
断
さ
れ
て
い
る
人
は
、
定
期

的
に
眼
科
も
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

健
康
づ
く
り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

管
理
栄
養
士
が
応
じ
る

栄
養
相
談（
無
料
）

　
離
乳
食
の
進
め
方
や
子
ど
も
の
偏

食
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
高
齢
者
の

食
事
な
ど
に
つ
い
て
、
管
理
栄
養
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
11
月
24
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の
う

ち
１
時
間
程
度

※
別
日
程
で
の
相
談
を
希
望
す
る
人

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
電
話
で
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー

ツ
課
健
康
づ
く
り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

１
０
０
１
７
９
２

福
祉  W

elfare

一
人
親
家
庭
の
た
め
の
講
習
会

県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
秘
書
検
定
３
級
」講
習
会

　
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
心
構
え

を
学
び
、
基
本
資
質
を
向
上
し
な
が

ら
、
職
務
知
識
、
一
般
知
識
、
接
遇

マ
ナ
ー
な
ど
を
幅
広
く
習
得
し
、
資

格
取
得
を
目
指
す
講
座
で
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
１
歳
以
上
の

未
就
学
児
、
無
料
、
要
申
し
込
み
、

試
験
日
は
不
可
）。

対
象　
一
人
親
家
庭
の
母
、
父
ま
た

は
か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦

で
、
求
職
あ
る
い
は
転
職
を
希
望

し
て
い
る
人

※
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
し
、
終

了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

期
間　
12
月
８
日
㈫
〜
令
和
３
年
１

月
26
日
㈫
の
火
・
金
曜
日（
12
月

25
日
・
29
日
、
１
月
１
日
・
５
日
・

12
日
を
除
く
10
日
間
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※
試
験
予
定
日
は
、
令
和
３
年
２
月

７
日
㈰
で
す（
会
場
は
別
途
指
定
）。

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
視

聴
覚
室（
原
町
３
－
１
－
７
）ほ
か

受
講
料　
無
料（
検
定
料
と
テ
キ
ス

ト
代
の
一
部
と
し
て
３
０
０
０
円

の
自
己
負
担
あ
り
）

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
、
申
込
少
数
の
場
合
は

中
止
の
可
能
性
あ
り
）

申
込
方
法　
11
月
16
日
㈪（
必
着
）ま

で
に
、
申
込
書
を
郵
送
か
フ
ァ
ク

ス
で
同
セ
ン
タ
ー
に
送
る

※
申
込
書
は
、
市
こ
ど
も
未
来
課
、

県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
社
会
福

祉
課
ま
た
は
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

https: 
//fukuoka-kenboren.jp/

）か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
－
０
８
０
４
原
町
３
－
１

－
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱

11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
相
談
無
料
）

相
談
日　
月
〜
金
曜
日

相
談
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
０

時
15
分
、
午
後
1
時
〜
4
時

☎（
５
８
４
）１
１
５
５

相
談
事
例

　
「
10
億
円
を
受
け
取
っ
て
ほ
し

い
」と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

　
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
た
Ｕ

Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
手
続
き
を

進
め
る
と
、
受
け
取
り
に
は
ポ
イ

ン
ト
が
必
要
と
書
い
て
あ
っ
た
た

め
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入

し
て
、
相
手
が
指
定
す
る
サ
イ
ト

で
ポ
イ
ン
ト
を
支
払
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
も
お
金
は
受

け
取
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で

繰
り
返
し
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の

購
入
を
求
め
ら
れ
た
。

ひ
と
こ
と
助
言

　
「
お
金
が
も
ら
え
る
」と
い
う
メ

ー
ル
は
詐
欺
で
す
。

　
メ
ー
ル
に
返
信
し
た
り
、
記
載

さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
た

り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
お
金
を
受
け
取
っ
て
」

怪
し
い
メ
ー
ル
に
注
意
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認
知
症
を
正
し
く
理
解
し

地
域
で
共
に
暮
ら
す
た
め
に

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
無
料
）

　
受
講
者
に
は「
認
知
症
の
人
を
支

援
し
ま
す
」と
い
う
意
思
を
示
す
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
渡
し
ま
す
。

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
施
設
利
用

料
が
必
要
で
す
。

日
時　
12
月
４
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の

木
苑

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
１
日
㈰
〜
29
日
㈰

に
、
窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ナ
ギ
の
木

苑
☎（
５
９
５
）０
５
１
３（
F
兼
用
）

高
齢
者
の
た
め
の

し
ご
と
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

合
同
説
明
会（
無
料
）

　
就
業
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
希
望
す
る
高
齢
者
の
た
め

の
合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
企
業
と
の
面
談
ブ
ー
ス
で
は
、
担

当
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
履
歴
書
は
不
要
で
す
。

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

日
時　
11
月
19
日
㈭

▽
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
50
分

▽
午
後
１
時
40
分
〜
午
後
３
時

※
各
回
40
人（
申
込
先
着
順
）

場
所　
天
神
ビ
ル
10
号
・
11
号
会
議

室（
福
岡
市
中
央
区
天
神
２
－
12

－
１
）

申
込
方
法　
11
月
18
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
す
る
回
、
登
録
番

号（
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

に
登
録
済
の
人
の
み
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
70
歳
現

役
応
援
セ
ン
タ
ー

☎（
４
３
２
）２
５
７
７

F（
４
３
２
）２
５
１
３

https://70-f.net/

協
力
し
て
く
だ
さ
い

市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
全
血
献
血

　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は

長
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
血
液
を
必
要
と
す

る
患
者
さ
ん
へ
、
安
定
し
て
血
液
を

届
け
る
た
め
に
、
献
血
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
献
血
に

は
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

期
日
・
場
所

◯
11
月
13
日
㈮

　
▽
午
前
10
時
〜
正
午

　
　

サ
ニ
ー
日
の
出
町
店
駐
車
場

（
日
の
出
町
６
－
42
）

　
▽
午
後
２
時
〜
４
時

　
　
サ
ニ
ー
宝
町
店
駐
車
場（
伯
玄

町
２
－
18
）

◯
11
月
27
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午

後
１
時
30
分
〜
４
時

　

ア
ク
ロ
ス
モ
ー
ル
春
日（
旧
ザ
・

モ
ー
ル
春
日
）正
面
玄
関（
春
日
５

－
17
）

持
っ
て
く
る
も
の　

献
血
カ
ー
ド

（
手
帳
）

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
献
血
推
進
協
議

会（
市
福
祉
支
援
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

子
育
て  Parenting

市
に
居
住
す
る
妊
婦
対
象

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

参
加
者
募
集（
無
料
）

対
象　
市
に
居
住
す
る
妊
婦（
パ
ー

ト
ナ
ー
も
参
加
可
）

日
時　
11
月
30
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
１
階
多
目

的
室

内
容

▽
午
前
10
時
〜
：
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
▽
午
前
10
時
15
分
〜
：
Ｊジ

ャ

フ
Ａ
Ｆ（
日

本
自
動
車
連
盟
）職
員
に
よ
る
講

話「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
選
び

方
」

定
員　
10
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
11
月
２
日
㈪
午
前
８
時

30
分
〜
26
日
㈭
午
後
５
時
に
、
次

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
む
か
、

電
話
で
氏
名
、
生
年
月
日
、
出
産

予
定
日
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

　
※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
、
祝
日

を
除
く
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
で
す
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
取
り
付
け
方
を
教
え
ま
す

講
習
会
参
加
者
募
集（
無
料
）

　
Ｊジ

ャ

フ
Ａ
Ｆ（
日
本
自
動
車
連
盟
）の
講

師
が
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
正
し

く
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
か
確
認
し

ま
す
。

　
ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
選
び

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

対
象　
市
に
居
住
し
、
当
日
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
取
り
付
け
た
車
で

来
場
で
き
る
人

日
時　
11
月
30
日
㈪ 

　
午
後
１
時
〜
４
時（
１
台
当
た
り

30
分
程
度
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
正
面
駐
車

場
定
員　
12
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
２
日
㈪
〜
26
日
㈭

に
、
電
話
で
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
車
種
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
メ
ー
カ
ー
名
、
子
ど
も

の
年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１
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相
談  C

onsultation

11
月
12
日
㈭
〜
18
日
㈬

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間
電
話
相
談（
無
料
）

　
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が
、

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職

場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
、
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
の
相

談
を
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
１

人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

期
日
・
時
間

▽
11
月
12
日
㈭
、
13
日
㈮
、
16
日
㈪

〜
18
日
㈬

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
11
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
電
話

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
法
務
局
人
権

擁
護
部

☎（
７
３
９
）４
１
５
１

法
テ
ラ
ス
福
岡

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

日
時　
11
月
19
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局（
筑

紫
野
市
二
日
市
中
央
５
－
14
－

７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
時
間
は
、
１
人
30
分
以
内
で

す
。

申
込
方
法　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を

除
く
）の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
電
話
で
申
し
込
む

※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対

象
と
す
る
た
め
、
予
約
の
際
に
収

入
な
ど
を
尋
ね
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス

福
岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

県
空
き
家
活
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

空
き
家
・
住
ま
い
の

終
活
相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　
県
内
の
、
空
き
家
所
有
者
や
持
ち

家
に
住
ん
で
い
る
人
を
対
象
に
、
空

き
家
や
住
ま
い
の
終
活
に
関
す
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
定
員

▽
筑
紫
野
市
開
催
相
談
会

　
11
月
20
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

二
日
市
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
筑
紫
野
市
石
崎
１
－
１
－

７
）

　
12
組（
申
込
先
着
順
）

▽
春
日
市
開
催
相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー

　
11
月
21
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
市
役
所
大
会
議
棟
１
階
中
会
議
室

　
12
組（
申
込
先
着
順
）

　
※
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
ま
す（
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
申

込
先
着
順
、
35
人
）。

参
加
方
法　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で

に
、
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
７
２
６
）６
２
１
０

F（
７
１
５
）５
２
３
０

iekatsu@
fkjc.or.jp

県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一
人
親
家
庭
対
象

無
料
法
律
相
談

　
子
ど
も
の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上

の
問
題
に
関
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

https:/
/fukuoka-kenboren.jp/supp

ort_legal.htm
l

）を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時

▽
昼
間
の
相
談
：
11
月
４
日
㈬
、
12

月
２
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談
：
11
月
11
日
㈬
・
25

日
㈬
、
12
月
９
日
㈬
・
23
日
㈬

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
相
談
時
間
は
約
30
分
で
す
。

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
－
１

－
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

定
員　
１
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
相
談
日
前
日
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
む

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

そ
の
他  etc

11
月
９
日
㈪

休
業
し
ま
す

筑
慈
苑（
火
葬
場
）

　
施
設
点
検
な
ど
の
た
め
、
火
葬
の

休
業
日
を
春
季
と
秋
季
に
１
日
ず
つ

設
け
て
い
ま
す
。

　
霊
安
室
は
、
通
常
ど
お
り
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
筑
慈
苑
受
付
窓
口

☎（
９
２
６
）１
８
９
２

F（
９
２
６
）１
８
８
１

守
り
ま
し
ょ
う

子
ど
も
の
権
利

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約

　
１
９
８
９
年
の
国
際
連
合
総
会
で

採
択
さ
れ
、
日
本
で
は
１
９
９
４
年

に
発
効
し
た「
児
童
の
権
利
に
関
す

る
条
約
」は
、
18
歳
未
満
の
全
て
の

子
ど
も
の
権
利
や
自
由
を
尊
重
し
、

子
ど
も
に
対
す
る
保
護
と
援
助
を
図

り
、
そ
の
健
や
か
な
成
長
や
幸
せ
を

実
現
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　
条
約
を
再
確
認
し
、
子
ど
も
の
権

利
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

条
約
の
主
な
内
容

▽
教
育
を
受
け
る
こ
と
や
遊
ぶ
自
由

を
認
め
る

▽
思
想
・
良
心
・
宗
教
の
自
由
が
認

め
ら
れ
る
権
利
を
尊
重
す
る

▽
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も

が
、
保
護
と
援
助
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
確
保
す
る

▽
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
暴
力
、
虐
待
な

ど
の
不
当
な
扱
い
か
ら
守
ら
れ
る

た
め
の
適
当
な
措
置
を
と
る

問
い
合
わ
せ
先　
県
人
づ
く
り
・
県

民
生
活
部
私
学
振
興
・
青
少
年
育

成
局
政
策
課

☎（
６
４
３
）３
１
３
４

F（
６
４
３
）３
１
２
２
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大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

医
療
費
の
確
認
が
で
き
る

領
収
書
、
診
療
明
細
書
、
医
療
費
通
知

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
医
療
費

は
、
市
国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
が
納
め
て
い
る
国
保
税
と
国
・

県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
医
療
費
負
担
の
仕
組
み
や
自
分
自

身
の
健
康
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

国
保
事
業
の
健
全
な
運
営
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
領
収
書
の
保
管

　
　
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
る
領
収

書
は
、
皆
さ
ん
が
医
療
費
を
支

払
っ
た
大
切
な
証
拠
書
類
で
す
。

高
額
療
養
費
の
請
求
や
確
定
申
告

で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際
に
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
な
お
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る

際
は
、
領
収
書
を
確
定
申
告
期
限

な
ど
か
ら
５
年
間
、
自
宅
な
ど
で

保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
税

務
署
が
提
出
ま
た
は
提
示
を
求
め

る
こ
と
が
あ
る
た
め
）。

○
診
療
明
細
書
の
保
管

　
　
診
療
明
細
書
は
、
自
分
が
受
け

た
診
療
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
大
切
な
資
料
で
す
。
診
療

内
容
が
項
目
ご
と
に
詳
し
く
記
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な

治
療
が
行
わ
れ
、
ど
れ
だ
け
の
医

療
費
が
医
療
機
関
に
対
し
て
支
払

わ
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
　
ま
た
、
診
療
内
容
に
疑
問
や
不

安
が
あ
る
と
き
は
、
明
細
書
に
基

づ
い
て
医
師
や
薬
剤
師
に
具
体
的

に
質
問
を
し
た
り
、
自
分
で
調
べ

た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　
明
細
書
を
保
管
し
て
お
け
ば
、

初
め
て
か
か
る
医
療
機
関
な
ど
で
、

以
前
に
受
け
た
診
療
の
内
容
を
正

確
に
伝
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
※「
診
療
明
細
書
」は
、
一
部
の
医

療
機
関
で
は
有
料
も
し
く
は
交

付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
医
療
費
通
知
の
保
管

　
　
市
国
保
の
被
保
険
者
に
対
し
て

「
医
療
費
通
知
」（
医
療
費
の
お
知

ら
せ
）を
年
に
６
回
、
各
世
帯
に

届
け
て
い
ま
す
。

　
　
医
療
費
通
知
は
、
医
療
費
控
除

の
添
付
書
類
と
し
て
使
用
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
11
月
・
12
月
受
診

分
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
通
知
の

発
行
が
翌
年
３
月
頃
の
予
定
で
す

の
で
、
申
告
の
際
に
は
医
療
費
の

領
収
書
に
基
づ
い
て
必
要
事
項
を

記
載
し
た「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」を
確
定
申
告
書
に
添
付
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
市
国
保
以
外
の
保
険
加

入
者
の
医
療
費
通
知
に
つ
い
て
は
、

加
入
し
て
い
る
保
険
組
合
な
ど
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
国
保
医
療
課
国
保

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
１

テ
ー
マ
は「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

11
月
11
日
〜
17
日

国
税
庁「
税
を
考
え
る
週
間
」

　
国
税
庁
で
は
、
税
の
意
義
や
役
割
、

税
務
行
政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を

広
報
す
る
た
め
、
期
間
中
は
集
中
的

に
税
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
税
務
署

☎（
９
２
３
）１
４
０
０

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
沿
っ
て「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.nta.go.jp/

早
め
の
手
続
き
を

福
岡
高
速
・
北
九
州
高
速

回
数
券
の
払
い
戻
し
を
終
了

　
令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、

両
高
速
の
回
数
券
の
払
い
戻
し
を
終

了
し
ま
す
。
ま
だ
持
っ
て
い
る
人
は
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
福
岡
北
九
州
高
速
道

路
公
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（　

https: 

//w
w

w
.fk-tosikou.or.jp/

）
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
北
九
州
高
速

道
路
公
社

☎（
６
３
１
）０
１
２
２

須
玖
南
１
丁
目
が
対
象

協
力
し
て
く
だ
さ
い

労
働
力
調
査

　
雇
用
状
況
や
、
失
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
総
務
省
と
県
が

毎
月
実
施
し
て
い
る
調
査
で
す
。

　
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
感
染
予

防
対
策
を
行
っ
た
上
で
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
家
に
調
査
訪

問
す
る
と
き
は
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
期
間　
11
月
〜
令
和
３
年
３
月

調
査
地
区　
須
玖
南
１
丁
目

問
い
合
わ
せ
先　
県
企
画
・
地
域
振

興
部
調
査
統
計
課
調
査
第
一
班
労

働
力
調
査
担
当

☎（
６
５
１
）１
１
１
１
㈹

F（
６
４
３
）３
１
９
２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

医
療
機
関
の
受
診
に
関
す
る

相
談
窓
口

　
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
帰

国
者・接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎

（
７
０
７
）０
５
２
４
）に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

相
談
の
目
安

▽
息
苦
し
さ（
呼
吸
困
難
）、
強
い

だ
る
さ（
倦け

ん
た
い怠
感
）、
高
熱
な
ど

の
強
い
い
ず
れ
か
の
症
状
が
あ

る
場
合

▽
重
症
化
し
や
す
い
人
で
、
発
熱

や
咳せ

き

な
ど
の
比
較
的
軽
い
風
邪

の
症
状
が
あ
る
場
合

▽
そ
れ
以
外
の
人
で
、
発
熱
や
咳

な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状

が
続
く
場
合

※
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
場
合
の

相
談
も
可
能
で
す
。

相
談
日
時　
月
〜
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

※
時
間
外
は
、
県
保
健
所
夜
間
休

日
緊
急
連
絡
番
号（
☎（
４
７ 

１
）０
２
６
４
）で
受
け
付
け
ま

す
。
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あそぼ～

◆ は申し込みが必要な行事です。申込受付は11月1日㈰の午前10時から、窓口か電話で、
先着順で行います（電話は午後6時まで）。小学生以上は本人が申し込んでください。◆小学生
以上（保護者を含む）は必ずマスクの着用をお願いします。未就学児のマスク着用は任意ですが、
人との距離の確保や咳エチケットなどの配慮をお願いします。◆発熱や風邪などの症状がある
場合は、利用できません。◆来館者が多い場合は、入場制限を行う場合があります。◆天候や
新型コロナウイルス感染状況により、行事を変更や中止する場合があります。

児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます。乳幼児（未就学児）は保
護者同伴でお願いします。行事がない時でも、いろんな遊具などで、楽しく遊べます。
ぜひ、利用してください。

須玖南2-120
☎（573）2431　F（584）7739須玖児童センター

光町2ｰ180ｰ4
☎（501）7014　F（501）7033光町児童センター 天神山1-213

☎（593）2777　F（593）2801白水児童センター

大土居1-38
☎（581）5614　F（581）5616毛勝児童センター

11月の行事予定

①午前10時～11時50分
②午後1時～2時40分
③午後3時～4時50分

2日㈪、3日㈫・㈷、9日㈪、16日㈪、17
日㈫、23日㈪・㈷、24日㈫、30日㈪

※館内消毒のため３区分に分けています。
※1人あたり1日1区分の利用です。

開館時間

今月の休館日

小学生

屋上DEあそぼ 4日㈬、11日㈬、
18日㈬、25日㈬

午後4時～4時45分　先
着10人　※雨天中止

みんなで工作
「紙粘土でマグネッ
ト」

8日㈰
午前10時30分～11時30
分、午後1時30分～2時
30分、 各7人

おまたせ！
トランポリン 14日㈯ 午前11時30分～11時50

分、 10人

中高生 トワイライトゾーン 8日㈰、22日㈰ 午後5時～5時50分、
先着10人

乳幼児

おまたせ！
トランポリン 14日㈯ 午前11時～11時20分、

7組
親子で工作「2021の
カレンダーを作ろう」 25日㈬

午前10時30分～11時40
分、 7組

ヨチヨチ広場
（0～1歳児向け） 11日㈬、12日㈭ 午前11時～11時30分、

12組
ニコニコくらぶ
（2歳以上向け） 18日㈬、19日㈭ 午前11時00分～11時30

分、 12組
親子サロン
（0～3歳児向け） 27日㈮ 午前11時00分～11時30

分、 12組

親子でぎゅっ♪

6日㈮、21日㈯、
25日㈬

午後1時30分～1時50分、
8組

10日㈫ 午前11時00分～11時20
分、 8組

小学生

けかつ広場
「カレンダー製作」 21日㈯ 午後1時15分～2時、

8人

作ってあそぼう
「びっくりカメラ」 28日㈯ 午後1時15分～2時、

8人

運動あそび
「卓球大会」 29日㈰ 午後1時15分～2時、

先着10人

中高生 トワイライトゾーン 14日㈯、29日㈰ 午後5時～5時40分、
先着10人

乳幼児

幼児タイム 8日㈰ 午前10時30分～11時、
12組

幼児タイム
「バスボム作り」 15日㈰ 午前10時30分～11時、

8組

ヨチヨチ広場
（0～1歳児向け）

10日㈫、11日㈬、
25日㈬、26日㈭

午前11時～11時30分、
12組

ニコニコくらぶ
（2歳以上向け）

5日㈭、6日㈮、
19日㈭、20日㈮

午前10時30分～11時、
12組

親子サロン
（0～3歳児向け） 18日㈬ 午前10時30分～11時、

12組

にこちゃん広場
5日㈭、6日㈮、
10日㈫、11日㈬、
19日㈭、20日㈮、
25日㈬、26日㈭

ニコニコ、ヨチヨチ
終了後15分程度

小学生

ワイワイ広場
「バドミントン大会」 1日㈰

午後1時15分～2時（受
付：午後1時～）先着10人

屋上ＤＥあそぼ 7日㈯、29日㈰
午後1時15分～2時
（受付：午後1時～）
先着10人　※雨天中止

かんたん工作「キラ
キラ万華鏡を作ろう」 8日㈰

午前10時15分～11時、
10人

ワイワイ広場
「卓球大会」 21日㈯ 午後1時15分～2時（受

付：午後1時～）先着10人

中高生 トワイライトゾーン 29日㈰ 午後5時～5時40分、
先着10人

乳幼児

ヨチヨチ広場
（0～1歳児向け）

4日㈬、5日㈭、
19日㈭、20日㈮

午前11時～11時30分、
10組

ニコニコくらぶ
（2歳以上向け）

11日㈬、12日㈭、
26日㈭、27日㈮

午前10時30分～11時、
10組

親子サロン
（0～3歳児向け） 18日㈬ 午前10時30分～11時、

10組

おひさま広場
4日㈬、5日㈭、
11日㈬、12日㈭、
19日㈭、20日㈮、
26日㈭、27日㈮

ニコニコ、ヨチヨチ
終了後15分程度

小学生

屋上であそぼう 8日㈰、29日㈰ 午前11時～11時30分、
先着10人　※雨天中止

わんぱく広場「ス
ライムを作ろう」 15日㈰

午前11時～11時30分、
午後2時～2時30分、
各10人

作ってわくわく「ス
ノードームを作ろう」 22日㈰

午後2時～2時30分、
10人

わんぱく広場
「クイズ大会」 28日㈯ 午後2時～2時30分、

10人

中高生 トワイライトゾーン 8日㈰、22日㈰ 午後5時～5時40分、
先着10人

乳幼児

ヨチヨチ広場
（0～1歳児向け） 18日㈬、19日㈭ 午前10時30分～午前11

時、 10組

ニコニコくらぶ
（2歳以上向け） 12日㈭、13日㈮ 午前10時30分～午前11

時、 10組

親子サロン
（0～3歳児向け） 25日㈬ 午前10時30分～午前11

時、 10組

ぴよちゃん広場 12日㈭、13日㈮、
18日㈬、19日㈭

ニコニコ、ヨチヨチ
終了後15分程度
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１
日
㈰

 松坂内科クリニック
　  ☎（502）2100

 済生会二日市病院
　  ☎（923）1551

 毛利外科医院
　  ☎（571）3371

 済生会二日市病院
　  ☎（923）1551

 牛島産婦人科医院
　  ☎（921）2511

３
日
㈫
・
㈷

 かんざき内科クリニック
　  ☎（920）2626

 丸山病院
　  ☎（922）9001

 西川整形外科医院
　  ☎（928）1313

 諸岡整形外科病院
　  ☎（952）8888

 永川産婦人科医院
　  ☎（922）3164

８
日
㈰

 はせ川クリニック
　  ☎（918）7007

 福岡徳洲会病院
　  ☎（573）6622

 よこみぞ医院
　  ☎（921）5001

 福岡徳洲会病院
　  ☎（573）6622

 早瀬川医院
　  ☎（924）3531

15
日
㈰

 伊原春日クリニック
　  ☎（582）1478

 自衛隊福岡病院
　  ☎（581）0431

 渡辺整形外科クリニック
　  ☎（929）5353

 自衛隊福岡病院
　  ☎（581）0431

 まなべ産婦人科医院
　  ☎（571）4307

22
日
㈰

 上田胃腸科内科医院
　  ☎（591）5963

 福岡大学筑紫病院
　  ☎（921）1011

 はら脳神経外科医院
　  ☎（928）8858

 福岡大学筑紫病院
　  ☎（921）1011

 吉川レディースクリニック
　  ☎（918）8522

23
日
㈪
・
㈷

 まじま内科循環器科
　  ☎（919）8051

 樋口病院
　  ☎（572）0343

 山本医院
　  ☎（926）8333

 福岡徳洲会病院
　  ☎（573）6622

 城野産婦人科クリニック
　  ☎（584）1103

29
日
㈰

 良永医院
　  ☎（926）2903

 自衛隊福岡病院
　  ☎（581）0431

 徳永外科医院
　  ☎（926）8330

 諸岡整形外科病院
　  ☎（952）8888

 あまがせ産婦人科
　  ☎（572）5503

救急電話相談・医療機関案内

休日当番医

小児科夜間・休日救急診療

小児救急電話相談

口腔保健センターちくし 休日急患歯科診療所  ※診療は急患のみ

急な病気やけがの対処についてや救急車の利用、最寄りの医療機
関などのアドバイスを行います（24時間、年中無休）。夜間当番医
など、詳しくはウェブサイト（ 1001374）を見てください。

当番医は変更になることがあります。必ず事前に問い合わせてください。

※祝日の診療時間は、いずれも午前9時〜午後9時30分です。
※受付終了は午後9時です。
※救急診療部からの支援体制を図る場合があります。

平日夜間（午後7時〜翌朝7時）、土曜日（正午〜翌朝7時）、日曜日（午
前7時〜翌朝7時）の子どもの急な病気やけがに対する処置の判断
に困ったときに、看護師や小児科医がアドバイスします。

春日原北町1-3-6 筑紫歯科医師会館内　☎（571）0118
受付日時　日曜日・祝日・年末年始・盆の午前9時〜午後4時

♯7119　☎（471）0099

♯8000　☎（661）0771

福岡大学筑紫病院
☎（921）1011 ㈪・㈬・㈮　午後5時〜9時30分

福岡徳洲会病院
☎（573）6622

㈫・㈭・㈯　午後5時〜9時30分 
            ㈰　午前9時〜午後9時30分

午前9時〜午後5時　　内科、　 外科、　 産婦人科

★ 緊 急 医 療 情 報 ★
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ん
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で
春
を
つ
く
ろ
う

　
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
制
限
さ
れ

た
今
年
。
市
に
と
っ
て
の
大
事
な

行
事
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
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し
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。
そ
う
、
20
年
目
を
迎
え
る

は
ず
だ
っ
た「
出
前
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市
長

と
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毎
晩
公
民

館
へ
出
か
け
、
夜
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で
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し
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第
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波
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頃
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市
長
と
共
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公
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訪
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と
、

そ
こ
に
は
感
染
防
止
に
苦
心
し
な

が
ら
も
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地
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止
め
て
は

い
け
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い
と
必
死
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努
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す
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自

治
会
の
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さ
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祭
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も
、
敬
老
祝
賀
会
も
で
き
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
何
と
か
運
動
会
だ
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は
、
餅
つ
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だ
け
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と
、
そ
れ
ぞ

れ
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地
域
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絆
を
切
ら
さ
な
い
よ

う
に
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一
杯
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そ
れ
も
全
て
の
自
治

会
が
、
で
す
▼
こ
れ
こ
そ
が
、
春

日
の
原
動
力
と
感
服
し
ま
し
た
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私
た
ち
職
員
が
ど
れ
だ
け
力
を
も

ら
っ
て
い
る
こ
と
か
▼
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も
と

違
う
年
だ
か
ら
こ
そ
、
い
つ
も
と

違
う
風
景
が
見
え
ま
す
。    （
志
）

今
月
の
納
期

納税は便利な口座振替のご利用を！
　　■ 国民健康保険税 6期
　　■ 介護保険料（普通徴収） 6期
　　■ 後期高齢者医療保険料（普通徴収） 5期

※末日が休業日のときは、翌営業日が納期限です。

さ
ん
ぽ
み
ち

（
令
和
２
年
９
月
末
現
在
）

市
の
人
口

●総人口
  113,309人 （前月 −    7）
  女58,324人（前月 ＋  12）
  男54,985人（前月 −  19）
●世帯数
  49,871世帯（前月 −    1）

●増　転入	 410人
　　　出生	 74人
　　　その他	 6人
●減　転出	 427人
　　　死亡	 66人
　　　その他	 4人

平成19年
コミュニティバス「やよい」
限定チョロＱ販売

※市制50周年（令和４年）に向けて、市史（平成版）を編さん中です。

アーカイブ
平成
Vol.19

※ウェブサイトでは、毎月発行している「ほしぞら新聞」などの情報を見ることが
できます。 http://www.hoshinoyakata.com

上記以外の天体観察も行えます。昼間は太陽などを観察できます。
なお、天候などの理由により内容が変更となる場合があります。

白水大池公園星の館では、毎週、季節の星座や天文現象の観望会を行っていま
す。参加は無料です。初心者でも指導員が丁寧に案内しますので、気軽に来館し
てください。ボランティアも随時募集中です。

星の館 『秋の星座を楽しもう』

開館日時／毎週金〜日曜日  午後2時～9時　申込・問い合わせ先／白水大池
公園星の館　☎（５５８）９０９９（閉館日は星の館管理会社に転送されます）　
F（５５８）９０２３　 starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

日　程 時　間 内　容
11月  6日㈮～  8日㈰

午後7時～9時

カシオペア座から北極星を探そう
11月13日㈮～15日㈰ 天王星をみよう
11月20日㈮～22日㈰ 半月をパシャリ
11月27日㈮～29日㈰ 火星をみよう

【イベント情報】いずれも要申し込み、定員12人。小学3年生以下は保護者が
同伴してください。詳細は問い合わせるか、ウェブサイトを見てください。
★星座万華鏡工作　11月8日㈰・22日㈰　午後3時～4時　※材料費100円
★星座かみしばい（いて座）　11月28日㈯ 午後2時30分～3時 ※参加費無料
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春日市ブランドイメージ

春はスタートの季節です。春は新しいことが始まる季節です。

その「春」の「日」のまちだから、期待でワクワクするようなまちになろう。

良いまちは、誰かがつくってくれるものではなく、市民がつくっていくものです。

市民と行政が一つのチームになって、みんなで新しい春をつくる。

「春」とは、みんなに新しいこと、みんなが助かること、みんなが喜ぶこと。

暮らしが笑顔になる春を、どんどんつくっていく。

みんなで春をつくるから、ずっと住みたいまちになる。

みんなで春をつくろう。これからの春日市です。

ブランドイメージ
とは

　春日市の「協働」、「交流」、「コミュニティ」などに対する市民の思いや、まちづくりの方向
性をもとに、市の良さを一言で表現したものです。
　平成29年度に市民ワークショップでブランドイメージ「みんなで春をつくろう」が決定し、
ロゴデザインは全国公募し、市民投票で決定しました。

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

市報かすが 令和2年11月1日号　No.1176

■ 発行／春日市　〒816ｰ8501 福岡県春日市原町3ｰ1ｰ5　 https://www.city.kasuga.fukuoka.jp/
■ 編集／春日市秘書広報課広報広聴担当　☎（584）1111㈹　F（584）1145　 koho@city.kasuga.fukuoka.jp

友だち登録お願いします！
（春日市LINE公式アカウント）

春日市


